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昭
和
七

年
(

一

九
三

二

年
)

富
山
売
薬
業
史
研
究

(

卒
業
論
文
)

昭
和
十

年
(

一

九
三

五

年
)

独
通
ハ

ン

ザ

都
市
リ
ュ

ー

ベ

ッ

ク

の

成
立
に

つ

い

て

『

東
京
商
科
大
学
研
究
年
報

経
済
学
研
究
』

4

十
一

月

昭
和
十
一

年
(

一

九
三

六

年
)

遠
藤
正

男
著
『

商
業
資
本
発
達
史
論
』

(

書
評
)『

一

橋
新
聞
』

七

月
十
三

日

昭
和
十
二

年
(

一

九
三

七

年
)

川

上

多
助

著
『

日

本
歴
史
概
説
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

四

月
二

十
六

日

中
世
北

欧
商
業
の

展
開
(

一

､

二

･

完
)

『

社
会
経
済
史
学
』

第
七

巻
第
六

号
､

第
七

号
､

九

月
､

十
月

｢

札
差
事
略
+

の

こ

と

『

一

橋
新
聞
』

十
月
二

十
五

日

昭
和
十

三

年
(

一

九
三

八

年
)

ケ
チ

ケ
､

エ

ー
ベ

ル

ト

共
著
『

束
独
逸
植
民

史
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
一

巻
第
二

号

二

月

ハ

ン

ザ

同
盟
の

成
立

『

一

橋
論
叢
』

第
一

巻
第
五

号

五

月

大
塚
久
雄
著
『

株
式
会
社

発
生

史
論
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
二

巻
第
二

号

八

月

宮
本
又

次

著
『

株
仲
間
の

研
究
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
二

巻
第
四

号

十
月

都
市
経
済
を

続
る

最
近

史
学
界
の

動
向

『

一

橋
論
叢
』

第
二

巻
第
六

号

十
二

月

独
逸
皇
帝
政
策
文
献
抄
(

特
殊
文
献
目
録
)

『

一

橋
論
叢
』

第
二

巻
第
六

号

十
二

月

昭
和
十

四

年

(

一

九
三

九
年
)

中
世

都
市
軽
済
機
構
に

関
す
る

新
文
献
(

特
殊
文
献
目

録
)

『

一

橋
論

叢
』

第
三

巻
第
二

号

二

月

独
逸
都
市
法
形
成
の

社
会
史
的
基
礎

『

東
京
商
科
大
学
研
究
年
報

法
学
研
究
』

4

二

月

吹
田

噸
助
著
『

近

代
独
逸
思
潮
史
』

(

書
評
)

ββ5
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『

一

橋
論
叢
』

第
三

巻
第
五

号

五

月

中
世
東
独

適
格
民
運
動
の

政
治
的
性
格

『

一

橋
論
叢
』

第
四

巻
第
三

号

九
月

独
通
史
学
界
近

況

『

一

橋
新
聞
』

十
月
二

十

五

日

脚

朝
鮮
史

蹟
巡
り

朝
鮮
の

仏
教
美
術

『

一

橋
新
聞
』

九
月

十
日

『

一

橋
新
聞
』

九

月
二

十

五

日

古
ゲ
ル

マ

ン

文
化
連
続
性
の

問
題

『

社
会
経
済
史
学
』

第
九

巻
第
七

号

十
月

小

林
太

市
部
署
『

支
部
思
想
と

フ

ラ

ン

ス

』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
四

巻
第
四

号

十
月

学
界
展
望

経
済
史

『

一

橋
新
聞
』

十
一

月
二

十
五

日

鶴
見
左

吉
雄
著
『

日

本
貿
易
史
綱
』

(

書
評
)

『

社
会
経
済
史
学
』

第
九

巻
第
九
号

十
二

月

昭
和
十
五

年
(

一

九
四

〇
年
)

エ

リ
ア

ヒ

･

カ

イ

ザ
ー

著
『

独
逸
人
口

史
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
五

巻
第
二

号

二

月

フ

ラ

ン

ク

王

国
の

商
業
交
易

『

一

橋
論
叢
』

第
五

巻
第
五

号

五

月

野
村
兼
太

郎
著
『

一

般
経
済
史
概
論
』

(

書
評
)

『

三

田

新
聞
』

六

月
十
日

上

田

貞
次

郎
博
士
を

憶
ふ

(

金
子

鷹
之
助
氏
と

共
同
執
筆
)

『

社
会
経
済
史
学
』

第
十

巻
第
五

号

八

月

ド

ー

プ

シ
ュ

教
授
の

生

誕
七

十

年
記

念

『

一

橋
論
叢
』

第
六

巻
第
四

号

十
月

マ

キ

ア

ブ
ェ

ル

リ

『

ロ

ー

マ

史
論
』

の

邦
訳
(

書
評
)

『

二
橋

新
聞
』

十
月

十
日

昭
和
十

六

年
(

一

九
四
一

年
)

中
世

都
市

『

社
会
経

済
史
学
』

第
十
巷
第
十
一

･

十
二

号

三

月

後
に

社
会
経
済
史
学
会
編
『

社
会
経
済
史
学
の

発
達
』

岩
波
書
店

昭

和
十
九
年
五

月

企
業
家
的
精
神

欧

羅
巴

政
治
の

理

念
と

現
実

中
世
諸
民

族
文
学
へ

の

関
心

ゲ
ル

マ

ン

都
市
の

先

駆
的
諸
形
態

『

一

橋
新
聞
』

五

月
二

十
五

日

『

一

橋
専
門
部
時
報
』

七

月
一

日

『

一

橋
新
聞
予

科
版
』

七

月

十
日

『

一

橋
論
叢
』

第
八

巻
第
二

号

八

月

カ

ー

ル

･

ヴ
ュ

ー

ラ

ー

『

ゲ
ル

マ

ン

的
同
体
性
』

(

書

評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
八

巻
第
三

号

九
月

ル

ヨ

･

プ

レ

ン

ク

ー

ノ

『

近

世
資
本
主
義
の

起
源
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

十
一

月
十

日

昭
和
十

七

年
(

一

九

四
土

牛
)

学
界
展
望

歴
史
学

独
逸
皇
帝
政
策
論
争
の
一

展
開

商
人

ギ
ル

ド

と

都
市
領
主

『

社
会
経
済
史
学
』

『

一

橋
新
聞
』

一

月
一

日

『

一

橋
論
叢
』

第
九

巻
第
三

号

三

月

第
十
一

巻
第
十
一

･

十
二

号

三

月

オ

ス

ト
ロ

ゴ

ル

ス

キ

ー

『

ビ

ザ
ン

ツ

史
の

諸
期
』

(

書
評
)

『

社
会
経
済
史
学
』

第
十
二

巻
第
五

号

八

月
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昭
和
十
八

年
(

一

九
四
三

年
)

独
逸
中
世
史
の

研
究

日

本
評
論
社

十
月
二

十
日

歴
史
的
国
家
の

本
質

-
二

十
世
紀
史
学
の

根
本
問
題

-

『

一

橋
新
聞
』

一

月
一

.
日

ホ

ル

ガ
ー
･

ア

ル

プ
■マ
ン

著
『

瑞

典
と
カ

ロ

リ

ン

ガ

ー

王

国
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
十
二

巻
第
五

号

十
一

月

中
世
に

於
け
る

独
逸
民
族
の

東
方

発
展

『

日

独

文
化
』

第
四

巷
第
二

二
二

合
併
号

十
二

月

昭
和
十

九

年
(

一

九

四
四

年
)

九
世
紀
に

於
け

る

フ

テ
ン

ク

商
業

『

社
会
経
済
史
学
』

第
十
三

巻
第
十
一

･

十
二

号

三

月

都
市
及
び

ギ
ル

ド

『

世
界
史
講
座
』

第
七

巻

■
弘
文
堂

十
一

月

昭
和
二

十
一

年
(

一

九
四

六

年
)

ド

ー

プ

シ

ュ

の

史
観
と

｢

発
展
+

の

問
題
『

歴
史
評
論
』

創
刊
号

十
月

欧
羅
巴

世
界
成
立
史
観
の

諸
類
型

『

思
想
問
題
研
究
』

第
一

巻
第
五

号

十
月

昭
和
こ

十
二

年
(

一

九
四
七

年
)

移
動
期
東
ゴ

ー

ト

族
の

王

権
伸
長

-
国
家
起
政
論
の
一

端
と
し

て

-

『

一

橋
論
叢
』

第
十
七

巻
第
一

二
一

号

二

月

古
ゲ
ル

マ

ン

民
族
の

国
家
形
態

『

歴
史
学
研
究
』

第
一

二

七

号

五

月

昭
和
〓

十
三

年
(

一

九
四

八

年
)

文
化
の

没
落
と

再
興

西
欧
市
民

社
会
の

成
立

上
､

転
換
期
の

歴
史
把
握
の

た

め
に

封
建
制
起
源
論
の

構
造

『

新
星
』

第
一

巻
第
五

号

一

月

下
『

読
書
新
聞
』

五

月

十
二

日
､

十
九
日

『

季
刊
理

論
』

第
三
･

四

号

五

月

『

一

.
橋
新
聞
』

七

月

十
五

日

牧
田

智
堆
著
『

近

代
の

史
的
構
造
論
』

(

書
評
)

『

読
書
新
聞
』

七

月
二

十
一

日

古
ゲ
ル

マ

ン

民
族
の

経
済
生

活

-
タ

キ

ト
ゥ

ス

『

ゲ
ル

マ

ー
ニ

ア
』

に

よ

る

-

小

野
武
夫
博
士

還
暦
記
念
論
文

集
『

西
洋

農
業
経
済
史
研
究
』

日

本
評
論
社

九
月

鈴
木
成
高
著
『

封
建
社
会
の

研
究
』

(

書
評
)

『

社
会
経
済
史
学
』

第
十
五

巻
第
一

号

十

月

中
世
経
済
史
家
と

し
て

の

マ

ッ

ク

ス

･

ウ
ェ

ー

バ

ー

一
都
市
研
究
を

中

心
に

-

『

社
会
科
学
研
究
』

1

鎌
倉
文
庫

十
二

月

ゴ

ー

ト

戦
役
と

イ

タ

リ

ア

経
済
社
会
の

変
質

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十

巻
第
五
･

六

号

十
二

月

昭
和
二

十

四

年
(

一

九
四

九
年
)

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

社
会
の

誕
生

西

欧
市
民
意
識
の

形
成

啓
示

社

一

月
十

日

春
秋
社

五

月
十
五

日

ゲ
ル

マ

ン

部
族

国
家
の
一

性
格

-
東
ゴ

ー

ト

族
の

イ

タ

リ

ア

支
配
に

つ

い

て

-

『

共
同
研
究

古
代
国
家
』

啓
示

社

二

月

7

市
民
意
識
の

問
題

『

教
育
と

社
会
』

第
四

巻
第
五

号

五

月

甜
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西
洋
中
世
経
済
史
(

文
献
解
説
)
､

ド

イ

ツ

近

世
経
済
史
(

文

献
解
説
)

一

棟
新
聞
部
編
『

経
済
学
研
究
の

莱

西
洋
経
済
史

篇
』

春
秋
社

十
二

月

昭
和
二

十
五

年
(

一

九
五

〇

年
)

西

洋
経

済
史

新
紀
元

社

七

月

五

日

西

洋
中
世
世
界
の

成
立

世
界
史
的
考
察
の

課
題

村
川
堅
太

郎
著
『

西
洋
史
提
要
』

岩
波
書
店

九
月
二

十

五

日

『

歴
史
評
論
』

復
刊
第
一

号

一

月

(

書
評
)

『

読
書
新
聞
』

一

月
十
八
日

高
村
象
平
著
『

一

般
経
済
史
(

古
代
中
世

篇
)

』

(

書
評
)

『

社
会
経
済
史
学
』

第
十
六

巻
第
一

号

四

月

封
建
国
家
■へ
の
一

視
角

-
堀
米
氏
の

論

稿
に

寄
せ

て

-

『

社
会

構
成

史
体

系
月

報
』

第
六
･

七

号

五

月

堀
米
庸
三

著
『

中
世
国
家
の

構
造
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十

三

巻
第
六

号

六

月

ア

ル

フ

ォ

ン

ス

･

ド
ー

プ

シ

ュ

『

社
会
経
済
史
学
』

第
十

六

巻
第
二

号

六

月

鈴
木
圭

介
著
『

ア

メ

リ
カ

経
済
史
研
究
序
説
』

(

書
評
)

『

経
済
研
究
』

第
一

巷
第
三

号

ギ

ー

ル

ケ
と

メ

ン

ガ

ー

『

一

橋
大
学
経
済
学
講
座
月
報
』

第
二

号

中
世
的
国
家
形
態
の

変
遷

『

一

棟
論
叢
』

第
二

十
四

巷
第
三

号

笠
信
太
部
署
『

も

の

の

見
方
に

つ

い

て
』

(

書
評
)

九 セ 七
月 月 月

『

一

橋
新
聞
』

十
月
一

日

杉
村
先
生
を

憶
う

杉
村
敦
子
編
『

杉
村
広
蔵
博
士
を

億
う
』

十
一

月

中
世
ド

イ

ツ

国
家
の

性
格

杉
村
記
念
会
編
杉
村
博
士
記
念
論
文
集
『

経
済
哲
学
の

諸

問
題
』

新
紀
元
社

十
二

月

昭
和
二

十
未

年
(

一

九
五
一

年
)

ゲ

ル
マ

ン

民
族
の

国
家
と

撞
済

勤
草
書
房

五

月
一

日

独
適
中
世
史
の

研
究

簡
約
版

勃
草
書
房

十

月
十

日

農
奴
解
放

『

社
会
科
学
講
座
』

第
四

巷

弘
文

堂

一

月

中
世
初
期
ず
γ

ク

セ

ン

の

等
族
制
に

つ

い

て

『

史
学
鹿
誌
』

第
六

十

窮
第
一

号

一

月

身
分
と

階
級

『

九
州
大
学
新
聞
』

一

月
二

十
日

石
母
田

正

氏
の

論
文
｢

封
建
国
家
に

関
す
る

理

論
的
諸

問
題
+

を

読
み

て

『

歴
史
学
研
究

月
報
』

二

月

号

高
橋
幸
八

郎
著
『

市
民

革
命
の

構
造
』

(

書
評
)『

〓
橋

新
聞
』

二

月
二

十
日

『

世
界
歴
史
事
典
』

平
凡

社

四

月

よ

り

刊
行
開
始
さ

れ
､

カ

ー

ル

大
帝
､

カ

ロ

リ

ン

グ

朝
､

キ

ウ
ィ

タ
ス
､

宮
宰
､

サ

ン

･

ガ

レ

ン

修

道
院
､

サ

ン

･

ジ

ェ

ル

マ

ン

修
道
院
､

史
学
史

-
西
洋
〔

中
世
〕
､

都
市
同
盟
､

都
市
法
､

ビ

レ

ン

ヌ
､

フ

ラ

ン

ク

王

国
､

フ

ル

ダ

修
道
院
､

マ

イ

ツ
ェ

ン
､

マ

ウ

ラ

ー
､

リ
ュ

ー

ベ

ッ

ク
､

ロ

ム

ル

ス

･

ア

ウ

グ
ス

ト

ク

ル

ス

､

そ
の

他
の

項
目
を

寄
稿
｡

近

代
市
民

社
会
成
立
の

基

礎

『

季
刊
理

論
』

第
十
六

号

五

月

ジ

ョ

ゼ

フ

･

カ

ル

メ

ッ

ト

著
川

俣
晃
自
訳
『

ジ

ャ

ン

ヌ
･

ダ
ル

ク
』

(

書
評
)

『

読
売
新
聞
』

六

月
十
一

日

朝
刊

6 β∂



､

､

ギ

ル

ド
､

中
世
商
業
､

中
世
都
市
､

ハ

ン

ザ

同

盟

大

阪
市
大
経
済
研
究
所
編
『

経

済
学
小

辞
典
』

岩
波
書
店

六

月

封
建
制
の

崩
壊
を

め

ぐ
る

理

論
と

史
実

『

思
想
』

第
三

二

五

号

七

月

ド

イ

ツ

中
世
都

市
の

起
源
に

つ

い

て

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
六

巷
第
五

号

十
一

月

十
二

世
紀
フ

ラ
ン

ド

ル

地

方
の

経
済
変
革

『

社
会
経
済

史
学
』

第
十
七

巷
第
五

号

十
一

月

昭
和
〓

十
七

年
(

一

九
五
二

年
)

歴
史
学

都
市

-
そ

の

根
砥
に

あ

る

も
の

1

新
紀
元
社

三

月
十
五

日

加
水
書
房

十
二

月
二

十
日

( 1 95) 名誉教授増 田四 郎著作目録抄

現
代
歴
史
学
の

課
題

仙
､

仏
､

肋

『

一

棟
新
聞
』

一

月
三

十
日
､

二

月
十
日
､

二

月
二

十
五

日

都
市
自
治
の
一

つ

の

問
題
点
『

都
市
間
題
』

第
四
十
三

巻
第
二

号

四

月

丁
弓
○

→
叫

七
e

Ⅵ

○
巾

E
e

巴
e

弓
P
】

C

琵
e

¢

訂

W
e

賢
e

ヨ
一

日

弓
○

官
･

つ
計

恥

ゝ
き
→

だ

已
h

尽

さ
Q

h

訂

監
旨
ぎ
旨
軋

ゝ
Q

串
良
b

ヨ
ぎ

く
○
-
･

l

T
}

Z
〇
.

N
､

A
廿

ユ
ー
一

戦
後
､

､

､

ユ

ン

ヘ

ン

を

中
心

と

す
る

歴
史
家
の

活
動

『

社
会
経
済
史
草
』

第
十
八

巻
第
一

号

四

月

山
中
謙
二

著
『

西
洋
中
世
史
』

(

書
評
)

哲
○

ぎ
Z
〇
･

巴
･

五

月

豊
田

武
著
『

日

本
の

封
建
都
市
』

(

書
評
)

『

国
書
』

七

月

号

イ

タ

リ

ア

中
世
都
市
の

起
源
に

つ

い

て

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十
八

巻
第
四

号

十
月

舌
代
よ

り

中
世
へ

の

転
換
の

問
題
『

経
済
研
究
』

第
三

巻
第
四

号

十
月

古
代
末
期
の

ガ

リ

ア

社
会

『

西
洋
史
学
』

第
十
五

号

十
月

羽

原
又

苦
著
『

日

本

漁
業
経

済
史
』

上

巻
(

書
評
)

『

〓
禰

新
聞
』

十
月
三

十

日

ゲ
ル

マ

ン

民

族
移
動

史
研
究
の

新
動
向

『

国
学
院
政
経
論
叢
』

第
一

巷
第
二

号

十
一

月

昭
和
二

十
八

年

(

一

九
五

三

年
)

現
代
歴
史
学
の

新
動
向

(

編
著
)

如
水
書
房

八

月
三

十
日

矢
口

孝
次
郎
著
『

資
本
主
義
成
立
期
の

研
究
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

一

月
二

十
日

戦
後
に

お

け
る

ド

イ

ツ

中
世
史
学
界
の

動
向

『

歴
史
学
研
究
』

第

〓
ハ

二

号

三

月

林
健
太

郎
著
『

史
学
概
論
』

『

読
書
新
聞
』

七

月
六

日

ド

イ

ツ

経
済
史
に

つ

い

て

の

二

つ

の

近

著
『

経

済
学
新
大
系
月
報
』

Ⅸ

八

月

宮
下

孝
吉
著
『

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け

る

都
市
の

成
立
』

(

書
評
)

『

読
書
新
聞
』

八

月
十
七

日

現
代
歴
史
学
の

課
題

『

現
代
歴
史
学
の

新
動
向
』

八

月

ド

イ

ツ

国
家
の

成
立
を

め

ぐ

る

諸

問
題『
現
代
歴
史
学
の

新
動
向
』

八

月

宮
下

孝
吉
著
『

ヨ

一

口

ァ

パ

に

お

け
る

都
市
の

成
立
』

(

書
評
)

『

社
会
経
済
史
学
』

.
第
十
九

巷
第
二

･

三

号

十
月

ア

ン

リ
･

ビ

レ

ン

ヌ

の

業
績
に

つ

い

て

O
V

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
巻
第
五

号

十
一

月

郎



一 橋論叢 第 六 十 四巻 第 五 号 ( 1 9 6)

騎
兵
制
と

封
建
制
起
源
の

問
題

.

『

社
会
経
済
史
学
』

第
十
九

巻
第
四
･

五

号

十
二

月

昭
和
二

十
九
年
(

一

九
五

四

年
)

中
世
都
市
の

成
立
に

つ

い

て

民

科
歴
史
部
会
著
『

世
界
歴
史
講
座
』

今
井
萱
志
喜
監
修
『

世

界
歴
史
事
典
』

『

市
政
』

第
三

巻
第
四

号

四
■
月

(

書
評
)『

読
書
新
聞
』

四

月
五

日

(

書
評
)

『

東
京
新
聞
』

五

月
二

十
八
日

欧
米
史
学
界
の

近

況

-
偉
大
な

歴
史
家
達
へ

の

追
憶

1

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
二

巻
第
二

号

八

月

カ

ロ

リ

ン

グ

王

朝
期
フ

ラ
ン

グ

王

国
の

経
済
環
境

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
二

巷
第
四

号

十

月

班
･

ド
γ

ブ

著
『

資
本
主
義
発
展
の

研

究
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

十
一

月

十
日

中
世
村
落
研
究
の

問
題
点『
国
学

院
政
経
論
叢
』

第
三

巻
第
三

号

十
二

月

昭
和
三

十
年
(

一

九
五

五

年
)

歴
史
学
入
門

西

洋
経
済
史

上
巻
(

宮
下

孝

吉
､

西

洋
経
済
史
概
論

河
出
書
房

二

月
二

十
五

日

高
村
象
平
氏
と

共
著
)

有
斐
閣

五

月
三

十
日

春
秋
社

十
二

月
二

十
五

日

青
木
英
夫
･

飯
塚
信
雄
著
『

西
洋
服
装
文
化
史
』

(

書
評
)

『

図
書
新
聞
』

二
月
二

十
六

日

乃
β
U

西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

古
代
末

期
･

中
世
前
期
経
済
史
の

研
究
状
況

『

社
会
経
済
史
学
』

第
二

十

巻
第
四
･

五
･

六

号

三

月

『

世
界
大
百

科
事
典
』

平
凡

社

三

月
よ

り

刊
行

開
始
さ

れ
､

ヴ
ェ

ネ
ツ

ィ

ア
､

ギ
ー

ゼ

ブ

レ

ヒ

ト
､

宮
宰
､

都
市
〔

歴

史
〕
､

都

市

貴

族
､

都

市
同
盟
､

ハ

ン

ザ

同
盟
､

フ

ン

デ
ル

ト
シ

ャ

フ

ト
､

マ

ウ

ラ

ー
､

三

浦

新
七
､

民

族
大
移
動
､

リ
ュ

ベ

γ

タ
､

そ
の

他
の

項
目
を

寄
稿
｡

ド

イ

ツ

歴
史
学
界
の

再
出
発
『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
三

巻
第
五

号

五

月

『

経
済
学
教
科
書
』

第
一

分

冊
の

第
一

篇
､

即
ち

歴
史
に

関
す

る

部
分
に

っ

い

て

の

感
想

『

経
済
研
究
』

第
六

巻
第
三

号

七

月

ド

イ

ツ

中
世
史
研
究
に

お

け

る

都
市
と

農
村

『

一

橋
大
学
創
立

八

十
周
年
記
念
論
集
』

上

巻

勤
草
書
房

九
月

歴
史
学
(

一

橋
学
問
の

伝
統
と

反
省
)

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
四

巻
第
四

号

十
月

歴
史
学
に

つ

い

て

『

社
会
科
学
を

学
ぶ

者
へ

』

同
文
館

十

月

文
化
史
と

し
て

の

社
会
経
済
史

-
『

西
洋
経
済
史
概
論
』

が

で

き

る

ま

で

ー

『

現
代
経

済
学
全
集
月
報
』

3

十
二

月

封
建
制
､

身
分

『

経
済
学
大
辞
典
』

Ⅲ

東
洋
経
済
新
報
社

十
二

月

昭
和
三

十
一

年
(

一

九
五

六

年
)

ア

ン

リ
･

ビ

レ

ン

ヌ

著

中
世
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

社
会
経
済
史
(

小

恕
芳
喬
､

高
橋
幸
八

郎
､

高
村

象
平
､

魅
田

智
雄
､

五

島
茂
氏
と

共
訳
)

一

条
書
店

五

月
十
五

日

体
系
経
済
学
小
辞
典
(

高
橋
泰
蔵
氏
と

共
編
)
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東
洋
経
済
新
報

社

九
月
二

十
一

日

ビ

レ

ン

ヌ

著
大
塚
久
雄
･

中
木
康
夫
訳
『

資
本

主

義

発

達
の

諸

段

階
』

(

書
評
)

『

図
書
新
聞
』

一

月
十
四

日

資
本
主
義
以

前
の

生

産
方

法

社
会
思

想
研
究
会
編
『

｢

経
済
学
教
科
書
+

の

問
題
点
』

上

中
央
公

論
社

三

月

ド

イ

ツ

国
家
成
立

期
に

お

け
る

種
族
と

王

権

野
村
兼
太
郎

博
士
還
暦
記
念
論
文
集
『

封
建
制
と

資
本
制
』

有

斐
閑

三

月

歴
史
学

『

社
会
科
学
入

門
』

み

す

ず
書
房

六

月

各
国
社
会
経
済
形
態
の

う
ち

西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

､

東
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

､

ア

メ

リ

カ
､

並
び

に

そ

の

他
｡

革
命
お

よ

び

社
会
運
動
の

う
ち

革

命

『

体
系
経
済
学
小

辞

典
』

九
月

ミ
ュ

ン

ヘ

ン

便
り

-
､
､

､

ユ

ン

ヘ

ン

大
学
の

現
状

1

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十

六

巻
第
三

号

九
月

西
独

史
学
界
の
一

動
向

-
バ

イ
エ

ル

ン

を

中
心

に

-

『

経
済
研
究
』

第
七

巻
第
四

号

十
月

字
尾
野
久

著
『

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中
世
社
会
経
済
史
論
致
』

(

書
評
)

『

図
書
新
聞
』

十
一

月
二

十
三

日

昭
和
一

二

十
三

年
(

一

九
五

八

年
)

増
訂
版

西

欧
市
民
意
識
の

形
成

春
秋
社

十
二

月
二

十
五

日

中
世
初
期
シ

ュ

ワ

ー
ベ

ン

の

貴
族
支
配

-
村
落
団
体
と

貴
族
支
配
に

つ

い

て

の

一

考
察

1『
一

橋
大
学
研
究
年
報

経
済
学
研
究
』

2

三

月

ド

イ

ツ

の

歴
史
､

そ

の

他
『

世
界
文
化
地

理

大
系
』

1 7

平
凡

社

四

月

ウ
ィ

レ

ー

著
深
瀬
基

寛
訳
『

十
七

世
紀
の

思
想
的
風
土
』

(

書
評
)

『

出
版
ニ

ュ

ー

ス

』

六

月
中
旬
号

堀
米
庸
三

着
『

西
洋
中
世
世

界
の

崩
壊
』

(

書
評
)

『

図
書
』

七

月

号

堀
米
庸
三

著
『

西
洋
中
世
世

界
の

崩
壊
』

(

書
評
)

『

読
書
新
聞
』

七

月
二

十

八

日

中
世

初
期
村
落
史
研
究
の

問
題
点

-
ド

イ

ツ

史
学
界
を

中
心

に

ー

『

一

橋
論
叢
』

第
四
十

巻
第
四

号

十
月

コ

ス

ミ

ン

ス

キ
ー

著
『

世

界
中
世

史
研

究
』

第
一

巻
(

書
評
)

『

読
書
新
聞
』

十

月
二

十
七

日

昭
和
三

十
二

年
(

一

九

五

七

年
)

都
市

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

横
顔

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

都
市
の

伝
統

弘
文
堂

十

月
三

十
日

平
凡
社

十

月
三

十
日

『

歴
史
教
育
』

七

月
号

中
世
初

期
に

お

け
る

西
南
ド

イ

ツ

の

村
落
形
態

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
八

巻
第
四

号

十
月

昭
和
三

十
四

年
(

一

九
五

九

年
)

ウ
エ

ー
バ

ー

著
渡
辺
金
一

･

弓
削
達
訳

氏
と

共
同
監
修
)

歴
史
学
入

門

西

洋
封
建

社
会
成
立

期
の

研
究

古
代
社
会
経
済
史
(

上

原
専
禄

東
洋
経
済
新
報
社

一

月
二

十

日

河

出
書
房
新
社

三

月
二

十
五

日

一

⊥

岩
波
書
店

五

月
二

十
八

日

即



一 橋 論叢 第六 十 四 巻 第 五 号 ( 1 9 8)

図
説
世
界
文
化
史
大
系

第
七

巻
(

柳
宗
玄
氏
と

共
編
)

角
川
書
店

七

月
三

十
日

ア

ー

ノ

ル

ド
･

J
･

ト

イ

ン

ビ

ー

署
長
谷
川

松
治
訳
『

続
歴
史
の

研
究
』

(

書
評
)

南
欧
姫
感

『

週

刊
読
書
人
』

一

月
十
二

日

『

一

橋
カ

ト

リ

ァ

ク

研
究
』

三

月
二

十
日

史
学
の

成
立

金
子

武
蔵
･

大
塚
久
雄
共
編
『

講
座
近

代
思
想
史
』

第
Ⅳ

巷
弘
文
堂

三

月

日

本
文
化
の

世
界
史
的
位
置
づ

け

『

理

想
』

四

月
号

マ

ッ

ク

ス

･

ウ
ェ

ー

バ

ー

『

一

橋
論
叢
』

第
四
十
一

巻
第
四

号

四

月

ヨ

一

口

γ

パ

に

お

け

る

中
世
都
市
研
究
の

動
向

地

方
史
研
究
協
議
会
編
『

封
建
都
市
の

諸
問
題

日

本
の

町
Ⅱ
』

姪
山
閣

六

月

時
代
の

概
観
､

ゲ
ル

マ

ン

民
族
の

生

活
､

商
業
の

復
活
､

ゆ

ら

ぐ

封
建

社
会

『

図
説
世
界
文
化
史
大
系
』

第
七

巷

七

月

竹
山
道
雄
著
『

続
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

旅
』

(

書
評
)『

週
刊

読
書
人
』

八

月
八

日

フ

ラ

ン

ク

王

国
史
研
究
の

問
題
点

-
メ

ロ

ゲ
イ

ン

グ

王

朝
期
を

中
心
に

『

一

橋
論

叢
』

第
四

十
二

巷
第
四

号

十
月

メ

ロ

ゲ
イ

ン

グ

王

朝
に

お

け

る

王

権
の

性
格

『

一

橋
論
叢
』

第
四

十
二

巻
第
六

号

十
二

月

昭
和
三

十
五

年
(

+

九
六

〇
年
)

社
会
荘
済
史
大

系
全
十
巻
(

高
村
象
平
､

小

糸
芳
香
､

矢
口

孝
次
郎
氏
と

共
編
)

弘
文
堂

一

月
よ

り

刊
行
始
ま
る
｡

花

改
訂
版

都
市

弘
文
堂

五

月
十

昔

β

ビ

レ

ン

ヌ

著
中
村
宏
･

佐
々

木
克
巳

訳
∃

-

ロ

ワ

パ

世
界
の

誕
生
(

監
修

及
び

監
修
者
序
文
)

創
文
社

八

月
三

十
一

日

中
世
前
期
の

概
説

『

社
会
経
済
史
大

系
』

Ⅱ

一

月

『

世
界
名
著
大
辞

典
』

平
凡
社

二

月
よ

り

刊
行
開
始
さ

れ
､

カ

ロ

リ
ン

グ

朝
時
代
の

経
済
発
展
､

近

代
経
済
史
､

経
済
史
の

諸
問
題
､

経
済
社

会
史
､

ゲ
ル

マ

ン

古
代
学
事
典
､

国
民

軽
済
の

成
立
､

世
界
史
に

お

け

る

自
然
経
済
と

貨
幣
経
済
､

中
世
一

般
経
済
史
､

中
世
お

よ

び

近

世
一

般
経
済
史
､

中
世
社
会
経
済
史
､

中
世
初
期
の

農
業
制
度
､

中
世
世
界

の

基
礎
､

中
世
ド

イ

ツ

経
済
史
､

中
世
ド

イ

ツ

の

経
済
生

活
､

中
世
都

市
､

中
世
末
期
に

お

け
る

廃
村
､

中
世
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

社
会
経
済
史
､

ド

イ

ツ

皇
帝
時
代
に

お

け
る

支
配
と

農
民
､

独
適
中
世
史
研
究
､

独

適
中

世
の

社
会
と

経
済
､

封
建
社
会
､

マ

ホ

メ

ッ

ト

と

シ

ャ

ル

ル

マ

ー
ニ

ュ

､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

経

済
的
発
展
､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文
化
発
展
の

経
済
的
･

社

会
的
基
礎
の

諸
項
目
を

寄
稿
｡

古
典
古
代
の

概
説

『

社
会
経
済
史
大
系
』

Ⅰ

五

月

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

初
期
中
世
に

お

け

る

土

地

支
配
と

農
民

『

歴
史
学
研
究
』

第
二

四
二

号

六

月

大
塚
久
雄
･

高
橋
幸
八

郎
･

松
田

智
碓
編
『

西
洋
経

済
史
講
座
』

Ⅰ

(

書

評
)

『

読
書
新
聞
』

六

月
十
三

日

大
壕
久

雄
･

高
橋
幸
八

郎
･

枚
田

智
雄
編
『

西
洋
経
済
史
講
座
』

Ⅰ
､

Ⅱ
､

Ⅲ
､

Ⅳ

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

六

月
二

十
日
､

九
月

十

日
､

十
月
十

日
､

十
一

月
三

十
日
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マ

ッ

ク

ス

･

ウ
ェ

ー
バ

ー
､

ド

プ

シ

ュ

､

ビ

レ

ン

ヌ

『

社
会
経
済
史
大

系
』

Ⅸ

八

月

中
木
康
夫
著
『

ロ

ス

チ

ャ

イ
ル

ド

家
』
､

山
上

正

太

郎

著
『

ウ
イ

ン

ス

ト

ン

･

チ

ャ

ー

チ

ル
』

(

書
評
)

『

図

書
新
聞
』

八

月
二

十
日

初
期
中
世
の

村
落

秩
序
と
そ

の

変
貌

-
特
に

シ

ュ

ワ

ー

ベ

ン

の

事
例
を

中
心

に

-

『

一

橋
論
叢
』

第
四

十
四

巷
第
六

号

十
二

月

大
塚
久

推
･

高
橋
幸
八

郎
･

放
田

智
凍
編
『

西
洋
経
済
史
講
座
』

(

書
評
)

『

朝
日
ジ

ャ

ー

ナ
ル

』

十
二

月
十
1

日

.
昭
和
三

十
大

年
(

一

九
六
一

年
)

ゲ
ル

マ

ン

民
族
の

社
会
と

経
済
､

民
族
大
移
動
と

部
族
国
家
､

フ

ラ

ン

ク

王

国
の

成
立
と

発
展

『

世
界
の

歴
史
』

5

筑
摩
書
房

二

月

フ

ラ

ン

ク

王

国
の

シ
ュ

ワ

ー

ベ

ン

統
治
に

つ

い

て

『

社
会
経
済
史
学
』

第
二

十
六

巻
第
四
･

五

号

三

月

宇
尾
野
久

著
『

西
洋
中
世
初
期
社
会
経
済
史
研
究
』

(

書
評
)

『

図
書
新
聞
』

四

月
十
五

日

下
村

貫
太
郎
著
『

ヨ

一

口

ァ

パ

遍
歴
』

(

書
評
)

『

週

刊
読
書
人
』

八

月
二

十
六

日

昭
和
三

十
七

年
(

一

九
六
二

年
)

地

域
史
研
究
の

効
用
と

限
界
『

一

席
論
叢
』

第
四

十
七

巻
第
三

号

三

月

フ

ラ
ン

ク

時
代
に

お

け
る

都
市
お

よ

び

農
村
の

変
容

『

一

橋
大
学
研
究
年
報

経
済
学
研
究
』

6

三

月

大
濠
久

雄
･

高
橋
幸
八

郎
･

稔
田

智
席
編
著
『

西
洋
経
済
史
講
座
』

Ⅰ

-

Ⅴ

(

書
評
)

『

経
済
研
究
』

第
十
三

巷
第
三

号

七

月

鮪
田

豊
之
著
『

封
建
支
配
の

成
立

と

村
落
共
同
体
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
四

十
八

巻
第
三

号

九
月

古
ゲ
ル

マ

ン

の

集
落
形
態

『

古
代
史
講
座
』

6

学
生

社

十
二

月

昭
和
三

十
八

年
(

一

九
六
三

年
)

カ

ー

ル

大
王

の

ザ

ク

セ

ン

戦
役
に

つ

い

て

『

一

橋
論
叢
』

第
四
十
九

巻
第
三

号

三

月

い

わ

ゆ
る

原
初
村
落
の

集

村
化
に

つ

い

て

久
保
正

幡
編
『

中
世
の

自
由
と

国
家
』

上

巻

創
文
社

三

月

歴
史
と

現
実

-
日

本
に

お

け
る

西
洋
史
研

究
の

問
題
状
況

-

『

思
想
』

第
四

六

八

号

六

月

水
田

洋
著
『

霧
の

図

太
陽
の

国
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

六

月
十
五

日

テ

オ

ド

ー

ル

･

マ

イ

ヤ

ー

著
『

中
世

史
研
究
論
集
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

第
五

十
巷
第
二

号

八

月

ク

ル

ー
･

ポ

ェ

ー

ナ

一

着
『

ト

リ

ア

一

地

方
に

お

け

る

フ

ラ
ン

ク

時
代
の

遺
跡
･

遺
物
』

(

書
評
)『

社

会
経
済
史
学
』

第
二

十
八

巻
第
六

号

八

月

千

種
義
人
著
『

欧
米
の

都
市
と

大
学
』
､

同
『

ヨ

一

口

ァ

パ

見

物
』

(

書
評
)

『

週
刊

読
書
人
』

九
月
九
日

土

方

定
一

著
『

ブ

リ
ュ

ー

ゲ
ル

』

(

書
評
)

『

朝
日

ジ

ャ

ー

ナ
ル
』

九
月
九
日

号

昭
和
三

十
九
年
(

一

九
六

四

年
)

β乙ヲ
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薫
と

西

春
秋
社

十

月
三

十
一

日

土

方
定
一

著
『

画
家
と

画

満
と

蒐
集
家
』

(

書
評
)

『

東
京
新
聞
』

一

月
二

十
九

日

夕
刊

∽
○

日
e

七
3
已
e

m
∽

-

ロ

t

F
①

S
t

戸
d

叫

O
f

0
0

0
i

中
0

互
い

巴

H
-

∽
t

O

叫

叫

-

ロ

し

す
勺
P

P

拙
叫

叶

Q

訂
已
V

e
已
■

訂
g

⊇
已

阜

ゝ
→
叶

匂

白

き
軋

哲
軋

き
Q
ね

声

く
○
-
.

ヰ
､

Z
〇
.

-
-

せ
R

p

→

O

F

ハ

イ
ン

リ
ブ

.
ヒ

･

.
ダ
ン

ネ
ン

パ

ゥ

ア
■-

『

一

橋
論
叢
』

第
五

十
一

巻
第
四

号

■
四

月

弓
削
連

署
『

ロ

ー

マ

帝
国
の

国
家
と

社
会
』

(

書
評
)

『

図
書
』

ヨ

一

口

ヲ

パ

中
世
社
会
の

発
展
様
相

八

月

号

平
沼
先
生
の

印
象

昭
和
四

十
年

体
系
経
済
学
辞
典

『

国
民

経
済
雑
誌
』

第
一

一

〇
巻
第
三

号

九
月

『

平
沼
淑
郎
博
士
生

誕
百

年
記
念
誌
』

十
一

月

(

一

九
六
五

年
)

(

高
橋
泰
蔵
氏
と

共
編
)

社
会
経
済
史
研
究
の

新
動
向

b
訂

ゝ
計

乱

S
叫

払

第
十
号

三

月

納

M
･

ウ
ェ

ー

バ

ー

著
世
良
晃
志
郎
訳
『

都
市
の

類
型
学
』

(

書
評
)

『

週

刊
読
書
人
』

三

月
二

十
二

日

ヨ

一

口

γ

パ

封
建
社
会
の

諸

問
題

『

社
会
経
済
史
学
』

第
三

十

巻
第
三
･

四

号

三

月

堀
米
庸
三

編
『

現

代
歴
史
学
入

門
』

(

書
評
)

『

週

刊
読
書
人
』

五

月
三

十
一

日

吹
田

先
生

を

偲
ぶ

『

回

想
の

吹
田

順
助

先
生
』

同
学
社

七

月

創
立
九

十
周
年
記
念
号
に

寄
せ

て

『

一

橋
論
叢
』

第
五

十
四

巷
第
三

号

九

月

ギ

ル

ド
､

中
世
商
業
､

ド

ー

プ

シ

ミ

ラ
ン

ブ

レ

ヒ

ト

大
阪
市
大
経
済
研
究
所
編
『

経
済
学
辞
典
』

岩
波
書
店

九
月

リ
ユ

ー
ベ

ブ

タ

を

想
う

『

国
民

百
科
』

十
二

月
号

東
洋
経
済
新
報
社

二

月
十
日

飯
塚
浩
二

著
『

東
洋
へ

の

視
角
と

西
洋
へ

の

視

角
』

(

書
評
)

『

週

刊
読
書
人
』

一

月
一

日

経
済
発
展
段
階
説
､

古
ゲ

ル

マ

ン

の

社
会
と

経
済
､

中
世
の

農
業
と

農
村

社
会
､

中
世
の

商
工

業
と

都
市
､

絶
対

主
義
､

重
商
主
義

『

体
系
経
済
学
辞

典
』

二

月

ヨ

ー

ロ

ァ

パ

に

お

け

る

歴
史
研
究
の

課
題
と

方
法

『

思
想
』

第
四

八

九
号

三

月

昭
和
四

十
1

年
(

一

九
六

六

年
)

増
補

西

洋
経
済
史
概

論

歴
史
学
概
論

大
学
で

い

か

に

学
ぶ

か

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中
世
の

経
済

私
の

研
究
の

ね

ら
い

雄
学
多
読
の

す

す
め

日

本
の

町
と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

町

昭
和
四

十
二

年
(

一

九
六

七

年
)

春

秋
社

三

月
十
日

広
文

社

四

月
十
日

講
談
社

五

月
十
六

日

『

学
鐙
』

一

月
号
1
十

月
号

『

神
戸
新
聞
』

二

月
二

十
八

日

『

朝
日

新
聞
』

三

月
二

十
四

日

夕
刊

『

都
政
』

六

号



ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と

は

何
か

歴
史
す
る

心

三

浦
新
七

と

『

東
西
文
明

史
論
考
』

昭
和
四

十

三

年
(

一

九
六

八

午
)

都
市
経
済
学
へ

の

す
す
め

(

荒
憲
治
郎
､

山
田

勇
､

岩
波
書
店

七

月
二

十
日

創
文
社

十
月
十
五

日

『

中
央
公

論
』

十
月

号

と

共
著
)

明
治
百
年
の

反
省

講
談
社

十

月

十

六

日

『

黎
明

叢
書
』

第
三

十
一

号

一

月

筑

摩
書
房

四

月
三

十
日

都
留
重

人
､

宮
沢

健
一

氏

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

史
に

お

け

る

十
二

世
紀

『

一

橋
論
叢
』

第
五

十
九

巻
第
三

号

三

月

笠
さ

ん

を

憶
う

江

幡
汚
編
『

回

想
笠
信
太
郎
』

笠
信
太
郎
追
悼
集
刊
行
会

十
一

月

(

略

年
譜
･

著
作

目

録

抄

-
佐
々

木
克
巳
)

( 2 0 1) 名誉教 授増 田四 郎 著作目録 抄
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